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堤防決壊

鬼怒川中下流部の流下能力（左岸）



鬼怒川の堤防決壊箇所（左岸21ｋｍ付近）

出典：関東地方整備局「第１回鬼怒川堤防調査委員会」（2015年9月28日）20頁
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越流水位 約21.1ｍ、決壊地点の堤防高 20.88ｍ
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（読売新聞茨城版2015年9月25日）
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三坂地区は20～30年

内に改修の予定

鬼怒川直轄河川改修事業（平成26年10月10日）別紙４



若宮戸地区は対象外

鬼怒川直轄河川改修事業（平成26年10月10日）別紙５



:SSN 0386-5878

土木研究所資料第262!号

土 木 研 究 所 資

加古川堤防質的強化対策調査報告書

|

・・ 昭和63年 3月
.ヽ                  ‐

′                     .

イ

_.建 設省 土木 研 究所

河川 部 河川 研 究 室

機械施工部土質研究室

SHIMAZU
テキストボックス



別紙６

 



鎧型堤防（アーマーレビー armor levee）

雲出川の耐越水堤防（1999年度に完成）（淀川流域委員会の資料より）
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鬼怒川堤防調査委員会報告書（平成28年3月）4-3ページ

決壊地点の堤防復旧工法案
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